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流星が少いだけに充分のもの

とは思はれ．なV・．

　この流星群の親測が不充分

なる理山は，流星の観測者が

北孚球に偏在してみて，輻射

黙の位置があまり高く上ら

す，（英國の観測者にとっては

　　　　　　　　水瓶座δ流星群について

　　　　　　　　　　　　　小　愼　孝二　郎

　この流星群は毎年七月末から8，月初旬にかけて出現する流星群であって，

夏季の流星群ではペルセウス流星群に次いで著しいものである．極大日時の

頃水瓶座δ星附近に輻射黒占を有するが爲この名を冠せられてみる．我が天文

協議の流星課にてもこ㌧敏年來殆んど毎年注意されて居り輻射鮎も激個求め

られてある．然し乍ら其の多くは極大日時前後敷日の妄説であって流星群の

諸性質も明らかではなく未だ長期の追跡も行はれてるなv・．本年は幸にも極

大期にあたる七月三十日が新月にあたり，天候さへよければ観測には極めて

好都合であるので，全割測者に注意していたY“くつもりで以下この流星群に

ついて若干のべることとする．

　この流星群は先年他界した英断の流星王Delmingの獲見したものであっ

てあまり古くより知られてみるものではない様である．流星の睨経路はあま

り長い方ではない．光度は普通二三等以下の微光のものが多く，見かけの速

さは緩やかの方である．現今では七月29日置日本時間で）を極大としてみて，

出現の程度（一・入が槻慨し得る）は一一時闇十個以内である．

　Denningは七個の同時槻測の流星から

　　出現黒占の高さ二99・】1（m　　　　　　　　第　　一一　圖

二ttt　ザ毎曝．ヌ∴、ttt．／．旨、、「tt「「「、，ね騨　照。、；・，，」

　水瓶座δ流星群の日日出現数（M：cIntosh）
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輻射瓢が地李上25。以上に一ヒることなく，京都附近ですら最も好條件の揚合

で40。以下である）爲に槻測に不便なる爲と，今一つは流星の光度が概して

微光の爲，張親力の観測者にあらすば充分なる成績を纂げる事が困難な爲で

あらう．

　救上の様な理由で輪射難につV・ても其の移動をたしかむるが如き事は長く

なされなかったのである．其後一九…五年に至り，エストニヤ國のTartu天

文毫のK．Pokrovskyは同年に於けるロシヤの観測より輻射鮎の移動を初め

て指摘し得た．同年の水瓶座δ流星群の出現は可成り著しいものであって

8月4日A乃至7日に於ける毎時の李均敷は15個乃至20個であった由である．観

測より導き得たる輻射貼の赤経は

　　　　　　7月21日乃至28日の歩測流星から　　　　赤t￥　＝＝　328・0

　　　　　　7月29日乃至8，月4日の擬測流星から　　　　　330．0

　　　　　　8月5日乃至7日の観測流星から　　　　　　　334・9

であって明らかに東方移動を示してみる。然し乍ら輻射黒占決定の爲凶日に亙

る観測を結合したる爲其の位置には充分信を置き得ない．この外に同氏はこ

の流星群の特性として緩速度なることと，大多敷の流星は二三黄色なること

を述べてみる．

　最近に至って南半球New　ZealandのR．　A．　Mc、　Intc〕sh貯÷はこの流星群

について特別の注意をはらひ自己の観測から東方移動を指摘してみたが，昨

年のMonthly　Notice　94巻6號「こ一一九二六年乃至一九三三年のNcw　Zealandに

於ける天文學會流星課員四名の観測を整理して輻射黙移動の推算表を護表し

た．合計515個の同群に属する流星から44個に上る輻射黒日を獲得し，これ等

の位置よりそれぞれ1－L及bの値（1一幅二黒占黄経，r，は流星明弁の黄維，

bは輻射瓢の黄緯）を求め，：牛：均位置として

　　　　　　］一1，＝．3el．oo

　　　　　　　b＝＝8．el

を得た．これより七月二十二Hより八月十日に至るまでの輻射黙の推算位置

として次表のものを獲表した．（第二圖参照）
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　更に同氏は既述

の卒均位置より次

の如き三物線軌道

を求めてみる．

　　　i　一＝　55，8

　　　Ω二304．7

　　　T一＝　104．　3．

　　　p　＝一　O．039，　7

　（July　2g．O，　19，0，4）

　　×　　×　　×

　この輻射黒占と一

致する火球は從來

あまり見ないし，

Niesl大流星カタ

ログ中に三個ばか

ip略it　一致するも

のがあるが，この

流星群に屡するも

のか否かはあまり

明瞭ではない・

　この流星群と關

聯する彗星につき

ては何等知られて

みないし，出現の

週期性につきても

全く未知の問題で

ある．Biotの指摘

したる西紀七八四

年七月十四日の流
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星雨並びに同七一四年七月十九日の流星雨はこの流星群のものとも考へられ

ぬでもないが確かなことは云へない．F．　J．　D．　Arago（1786－1853）は七月下

旬（26日～30日）に流星雨の十数岡ありしことを古記録より述べてみる．

　この流星群の輻射黒占が南方に位することから，ヨーロッパ方面よりは我が

國はよほど恵まれてみるが，南牟球にある槻三者にとっては一暦好條件に置

かれてみる　日本内地，藁濁の槻三者に今年の観測をおすNめするとともに

我南米ブラジルの同志の奮起を望んで筆を旧きたい・（一九三五，五，＋九）

　一x－Mc　Intosh氏は十敏年來流星観測家として活躍されてるる有名な人であ

るが，特に同氏の得られた輻射黙の多い等からして，非常に硯力のすぐれた

人で，所謂微光流星を可成り多く見られてるる様であるe

　謹啓　（前略）

　五月からニケ月ごしに昨年十一月のレオを整理してゐますが（吉井耕・一一君

に手傳ってもらって）流星籔が三千にも上る多敷なので，この月中に整理が

終らぬかも知れません．同一流星も五十個位決定出來そうです．

　いよいよ梅雨に入り観測もあまり出來なくなりました．“南極附近の星岡”

が出門ましたでせうか．

　ブラジルの観測者等によって一・年の後∠ド期が北古訓同様流星藪が多いか

どうかを観測から決定出來る日を待ってるます．前李の方が多いと云ふ理論

もあるので流星数の統計が望ましい事です．南極附近に漸時其の存在するか

否かも重大の事でせうレとに角ブラジルは大切です．

　吉井君が四月より三つ1“き私のうちで糊測に熱中してゐます．拝具

二十二日

山本先生玉机下

小愼孝二二郎


